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決算ダイジェスト

①EPSは、４％増の92.0円と第３四半期としては過去最高

② 連結営業利益は329億円（８％増）と４期連続の増益

③小売セグメント営業利益は８%減、
フィンテックセグメント営業利益は16%増

④小売の業績を踏まえ、連結営業利益440億円（７%増）に
通期見通しを下方修正
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連結業績
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セグメント別利益の状況
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営業利益増加の内訳

305億円

18.12 19.12

小売
△6億円

フィンテック
＋29億円

全社
△12億円

315億円
債権流動化
＋29億円

利息返還
△4億円

329億円
流動化
償却等

△11億円

実質増益
＋10億円（前年比＋3％）

特殊要因
＋14億円
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小売の状況について

18.12 19.12

83億円

77億円

定借化
収益改善
＋9億円

プラットフォーム
△2億円

EC
△6億円仕入区画

△7億円
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フィンテックセグメントの状況
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バランスシートの状況

※1 流動化比率 ＝ 債権流動化額 ／（営業債権+債権流動化額） ※2 営業債権比 = 有利子負債 ／ 営業債権
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キャッシュ・フローの状況

※3 基礎営業キャッシュ・フロー ＝ 営業キャッシュ・フロー － 営業債権等の増減
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ＥＳＧの状況について

・2020年１月ＣＤＰより最高評価の『気候変動Ａリスト』企業に２年連続で認定
・ＩＲＤＡＹ、有価証券報告書に続き、決算短信にもＴＣＦＤについて言及

・ＤＪＳＩ World Index

2年連続で選定

・ロベコサム「ブロンズクラス」

「インダストリームーバー」初認定

・ＧＰＩＦが選ぶ４つのＥＳＧ指標に選定

3年連続 3年連続 初選定

■2020年３月期のおもな外部評価
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2020年3月期 通期見通し
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＜参考＞セグメント別利益予想



本資料に掲載しております将来の予測に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
お問い合わせは、ＩＲ部 03-5343-0075にご連絡ください。


